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積水化学工業株式会社
強化プラスチック複合管事業の中国への進出について
　　日本のプラスチックパイプメーカーとして初の水環境インフラ市場への進出
中国最大手 強化プラスチック複合管メーカーの経営権取得
積水化学工業株式会社（社長：大久保尚武、以下 積水化学）はこの度、急速に拡大している中国の水環境インフラ市場に進出すべく、国内最大手の強化プラスチック複合管（以下 ＦＲＰＭ管）メーカーである新疆永昌複合材料股份有限公司（董事長：周 永清、以下 永昌社）の発行済株式のうち６０％を譲受し、同社の経営権を取得しました。永昌社がこれまで蓄積してきた営業力などの事業基盤を背景に、両社の製品力、生産技術力を融合させることにより市場優位性をより強固なものとし、一層の事業拡大をはかります。日本のプラスチックパイプメーカーとしては初めての中国水環境インフラ市場への進出となります。
Ⅰ．背景

現在、中国では「水」問題の解決が大きな課題となっています。都市部では人口の増加と急激な都市化に伴う生活様式の変化により水不足が深刻化、また、北部では干害、南部では水害と水に関する災害も懸念される中、中国政府では水利施設の発展、水資源の確保・節約・有効活用が大きな課題であるとの認識に立ち、「南水北調」をはじめ水問題解決のための大規模なプロジェクトを開始しています。これらインフラ事業において灌漑、給水、排水、下水用途で大口径パイプが使用され、中でも水理性、耐久性、軽量性に優れたＦＲＰＭ管は中国国家建設部が下水、給水管として推薦したことにより、市場が急速に拡大し、今や日本市場を超える勢いとなっています。
永昌社はＦＲＰＭ管、ポリエチレン管の生産および研究・開発を事業とし、販売実績は新疆ウイグル自治区で７０％、中国全土では１２％と同事業においてはシェアＮＯ．１の企業です。海外への輸出も盛んに行っていますが、中国における新疆以外の地域での一層のシェア拡大が課題となっていました。一方、積水化学はＦＲＰＭ管では下水、農業用水、空港排水用途で多数の実績を持つトップメーカーであり、さらに中国の水環境市場への参入を模索していました。

Ⅱ．経営権取得のねらい

１．両社が製品、技術の強みを持ち寄り、市場優位性をより強固なものとする。

２．永昌社の販売実績、営業力をベースとし、中国国内で重点的な地域戦略を展開し、一層のシェア拡大をはかる。
３．中国の拠点をベースに他地域（中近東、東南アジア等）への輸出を拡大する。

今回、両社が製品、生産技術力を融合させることでさらに品質を高め、市場優位性を強固なものとし、新疆以外の中国の重要拠点（広州、上海等の沿岸部、北京等）にも攻勢をかけ、一層のシェア拡大をはかります。一方で、これまでの永昌社の輸出実績をベースとし、アジア他地域への輸出も増大させます。
Ⅲ．事業目標

中国国内の灌漑、給水、排水、下水分野でのＦＲＰＭ管の事業拡大およびアジア他地域

への輸出を増大させ、売上高　２００５年度３０億円、２０１０年度１５０億円を計画しています。
Ⅳ．新会社の概要（２００５年４月１日からの新体制）
１．社名　　　　　 新疆永昌積水複合材料股份有限公司
（英文：ＸINJIANG YONGCHANG-SEKISUI COMPOSITES CO.,LTD）
２．事業内容　　 　強化プラスチック複合管の製造及び中国国内への販売、輸出
３．本社所在地　　 新疆ウイグル自治区昌吉州米泉市振興路
　　４．資本金　　　　 ６，６００万人民元

５．出資比率　　 　積水化学　６０％
新疆米美洋複合材料高新技術開発有限責任公司　　３６％
　　　　　　　　　　   新疆百博技術創新発展有限公司　　　　　　　　　　１％
　　　　　　　　　　   新疆ウイグル自治区技術改造投資公司　　　　　　　２％
　　　　　　　　　　   新疆天泰投資有限責任公司　　　　　　　　　　　　１％
　　６．役員　　　　　 董事長　  　　周　永清　（旧 永昌社　董事長）

　　　　　　　　　　   副董事長　　　丸下　芳和（積水化学　強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ管事業部長）
　　　　　　　　　　   董事兼総経理　塚本　昌博

　　　　　　　　　　 （董事会総勢５名のうち積水化学３名)
  　７．従業員　　　　 約４４０名　
　　８．生産拠点　　　 ・新疆　　所在地　：上記３．の本社所在地に同じ
     　（２ヵ所）             　 敷地面積：２０万㎡
　　　　　　　　　　　 ・広州　　所在地　：広州市番禺区魚窝頭鎮馬克村工業区

　　　　　　　　　　　　　　　　 敷地面積：　２万㎡
　　９．持分取得方法　 海外の出資社から４５％、新疆米美洋有限公司より１５％の

　　　　　　　　　　　 持分を譲り受ける契約を２００５年２月に締結。

Ⅴ．強化プラスチック複合管について
　 　ＦＲＰＭ管（Fiberglass Reinforced Plastic Mortar Pipes）とは、ガラス繊維、不
飽和ポリエステル樹脂および硅砂からなるプラスチック複合管です。積水化学は日本国内で「エスロン®ＲＣＰ®」の商品名で１９７５年より発売、ガラス繊維の持つ高い強度により抜群の強度と可撓性を持ち、耐震性、耐薬品性さらに水理特性に優れていることから、下水管の他、空港整備、宅地造成地の雨水配管、灌漑用管路に幅広く採用されています。
Ⅵ．当社の中国事業展開の考え方

当社は中国における事業展開の原則を、１．中国国内のユーザーに対して一級品を提供する、２．競争力のある製品で中国でのトップシェアをねらう、３．中国の産業発展に寄与する、４．事業の対象を水・インフラ（インフラ用及び建築設備用の管材等）、自動車、医療の３分野とする。と定め、早急な市場での地位確立をめざしています。

Ⅶ．ご参考
１．新疆永昌積水複合材料股份有限公司　拠点図
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２．新疆永昌積水複合材料股份有限公司　本社外観
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【本件に関するお問合せ先】

　積水化学工業株式会社　強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ管事業部　丸下　　　　　　  TEL03-5521-0752
　　　　　　　　　　　　ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部　 広報担当　岩本　　TEL03-5521-0522
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